
（例）《基本目標》本県への新しいひとの流れをつくる 

数値目標：・県全体で、県外からの転入者数：５年間で◯◯人増加 
・県全体で、県外への転出者数：５年間で◯◯人減少 

《基本的方向》 
○ 移住希望者の視点に立ち、雇用や住まい、教育等の移住の受け皿に関する総
合的な環境整備を行うとともに、全国移住促進センターの活用等を通じて、移
住希望者向けの情報提供に取り組む。 

○ 本県においては、若者の大学進学時や就職時に東京圏への転出が多数に及ん
でいることから、県内に所在する大学等の活性化、企業等における地方採用・
就労の拡大に取り組む。 

《具体的な施策と重要業績評価指標（ＫＰＩ）》 
（ア）本県への移住の促進 

①移住・交流の専門相談員の配置
 県の移住相談センターに移住・交流に関する専門相談員を配置し、イン
ターネット等により本県に関心を持った人に対する相談窓口を整備する。 

（具体的な事業） ・移住・交流相談促進事業 
・○○○○事業 

②空き家バンク等住宅情報の提供体制整備
県内の各市町村における空き家情報を統合し、一元的に情報提供する。 

（具体的な事業） ・空き家バンク活用促進事業 
・○○○○事業 

（イ）企業の地方拠点強化、企業等における地方採用・就労の拡大 
①サテライトオフィス、テレワーク環境の整備の推進

 県内各市町村によるサテライトオフィス、テレワーク環境の整備を推進
し、県の移住相談センターとも連携しながら、企業の県内拠点の強化や県
内での採用拡大につなげる。 

（具体的な事業） ・テレワーク実証実験事業 
・○○○○事業 

（ウ）大学等の活性化 
①地元大学への進学促進

 県内にキャンパスを有する大学等の活性化の取組を支援し、高等教育段
階における地元進学を促進する。 

（具体的な事業） ・高校と大学との交流促進事業 
・○○○○事業 

重要業績評価指標（ＫＰＩ）：センターを通じた移住者数 

○○件（５か年分の累計） 

重要業績評価指標（ＫＰＩ）：空き家バンクに情報提供した市町村

数 ○○市町村 

重要業績評価指標（ＫＰＩ）：県内でテレワークを導入する企業数 

○○社 

重要業績評価指標（ＫＰＩ）：自県大学進学者の割合 ○○％ 
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